
植物公園では、ショクダイオオコンニャクが開花間近となり、話題になっています。広島

県内では初開花となります。観賞期間が数日しかないので、お手元に届くときには開花

が終わっていると思われますが、例会時に開花の様子を簡単に報告します。

さて、暑い最中ではございますが、植物公園植物友の会第２回例会を下記のとおり開催い

たします。何卒御参加いただきますよう、御案内申し上げます。

記

１．開催日時：令和７年７月１３日（日）

１３：２０～１５：００（予定）

［植物同好会例会は１０：１０～］

２．開催場所：広島市植物公園展示資料館２階講堂

３．内 容

（１）友の会活動報告 １３：２０～１３：３０

（２）園芸作業 １３：３０～１３：５０

温室植物 ベゴニアの夏越し（第一栽培・展示係 田中技師）

（３）除虫菊を使った線香づくり １４：００～１５：００

発行／2025年6月28日 発行者／広島市植物公園植物友の会事務局 〒731-5156 広島市佐伯区倉重３－４９５ 広島市植物公園内

VOL.49
広島市植物公園植物友の会 会報

令和７年7月～9月 友の会ボランティアの募集日程

活動日 ７月 ８月 ９月

原則
第１・第３火

曜日

10：30～
15：00

1日 15日 5日 19日 2日 16日

アジサイ
剪定／
ワーク
ショップ
準備

アジサイ
剪定／
ワーク
ショップ
準備

ワーク
ショップ
準備

午後休

ワーク
ショップ
準備

午後休

夜間開園
展示準備
（ツキミソウ）

午後休

夜間開園
展示準備
（ツキミソウ）

午後休

第２回植物友の会例会を７月１３日（日）に開催します

開花間近のショクダイオオコンニャク（6月28日）

8月・9月は酷暑期のため、屋外作業は休止し、午前中のクラフト作業のみとします。



第１回野外観察会［フマキラー広島工場］報告（5月13日開催）

令和7年度第１回野外観察会は廿日市市のフマキラー株式会社

広島工場で開催しました。観葉植物を多用した斬新なデザインの

建物は2022年に第35回日経ニューオフィス賞の「中国ニューオ

フィス推進賞」を受賞されています。参加者は28名でした。

特に虫よけや除草の実演は、園芸作業のよいヒントになりまし

た。お忙しい中、案内していただいたフマキラー株式会社の佐々

木博士はじめ皆様に、心より感謝申し上げます。

「虫よけの話と除虫菊で線香づくり体験」 ボランティア募集！

8月26日（火）10時～12時「虫よけの話と除虫菊で

線香づくり体験」を開催いたします。30組の申込制と

なります。

除虫菊で線香づくり体験のワークショップを手伝っ

ていただける方は、友の会事務局までご連絡ください。

除虫菊パウダー作成、新聞エコバック作成、その他

材料の準備、ワークショップ当日のサポートなどをお

願いいたします。

レセプションホールは観葉植物やミ
ラーで明るく演出されていました。

まず案内されたレセプションホール
でビデオを使ったガイダンスを受け
ました。

５月６日に、たまごのからからできたフィルムプランターに、クレヨンなどでお絵かきしてオリ

ジナルプランターを作り、ヒマワリを栽培していただくという一般来園者向けのワーショップを、

友の会ボランティアで開催しました。今回は図案を切り抜いたステンシルシートを事前に準備して

のぞみ、好評でした。ご尽力いただいたボランティアの皆様、ありがとうございました。

室内全体が大きな水槽となってい
る三角形の温室。

佐々木博士による虫よけの解説
と実演。

シロバナムシヨケギク（左）と手作り線香（右）

ワークショップ「お絵描きでオンリーワンのプランターづくり」活動報告
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